
６ 都市計画道路山北開成小田原線
街路整備事業 [開成町牛島～みなみ地内]

本路線は、開成町の中央部を南北に連絡し、同町の骨格を形成する延長約４ｋｍの都市計画道路である。

事業区間は、県道７８号（御殿場大井）から「開成町南部土地区画整理事業」の北側に接続する箇所までの延長

約０．７ｋｍの区間で、周辺には開成南小学校、開成幼稚園、開成駅、開成町役場などが立地する。

事業区間と並行する県道７２０号（怒田開成小田原）は、幅員が狭小で、道路線形も悪いため、開成駅周辺の商

業地区等を起因とする交通の混雑が生じていることから、安全性の向上と円滑な交通の確保が求められていた。

開成駅の周辺道路や足柄紫水大橋と一体化した道路ネットワークを構築することで、酒匂川を中心とした東西軸

と南北軸を形成し、地域間交流の強化が求められていた。

都市機能の強化を図るため、事業区間北側と「開成町南部土地区画整理事業」がある南側を早期に結ぶ必要が

あった。

神奈川県域図

１ プロジェクトの内容と目的

開成町域図

２ 事業の内容

事業地周辺図 起点側から撮影

プロジェクトの内容

計画交通量：7,800台/日（R12年推計）

道路規格：第４種第２級

設計速度：50ｋｍ/h

幅員：18.0ｍ（２車線、両側歩道）

主な工種：道路改良工
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事業区間と並行する県道７２０号（怒田開成小田原）の交通量が分散し交通混雑の緩和が図られた。また、広幅員

の歩道が整備されたことにより、幼稚園の送迎や、小学校の通学など、地域住民が安全で安心に利用できるように

なった。

道路ネットワークが構築され、酒匂川を中心とした東西軸と南北軸が形成されたことにより、地域間の連携強化が

図られた。

本事業の整備により、周辺の開成町役場、幼稚園、小学校との連絡性が高まり、都市機能の強化が図られた。

２ プロジェクトの効果

総合的な効果

効果の発現状況

本事業により、開成駅前の交通量が分散し、事業区間と並行する県道７２０号（怒田開成小田原）では、事業対象

区間の平成２６年度の暫定供用前後（平成２２年～平成２７年）で交通量が１２時間当たり約２，２００台減少し、交通

混雑緩和に寄与した。

本路線の整備及び「開成町南部土地区画整理事業」が実施され、この時期に、開成町の人口は８．７％増加してい

る。また、開成駅の利用者数が供用前（平成２６年）から供用後（令和元年）で約１．２倍に増加した。
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２ 評価対象区間：見通しがよく、歩道も広幅員で安全



４ プロジェクトによって得られたレッスン

５ 考察

３ プロジェクト実施にあたっての特記事項

プロジェクトの投資効果の分析

本プロジェクトの建設費や維持管理等の費用(C(Cost)）に対する投資効果としては、渋滞解消による①走行時間

短縮効果、②走行経費減少効果、③交通事故減少効果を地域が受益している便益(B (Benefit)）であると想定される

ため、この費用便益比(B/C)の関係を投資効果として分析した。

この結果、本プロジェクトのB/Cは１．６となった。

プロジェクトの投資効果の分析

供用後50年間の時間短縮・走行経費減少・事故減少便益
費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝

建設費 ＋ 供用後50年間の維持管理費

３２．３９億円
＝ ＝ １．６

１９．９６億円

経済的内部収益率（ＥＩＲＲ） ＝ ６．６％

※ 建設～耐用期間の総費用、総便益については、物価の変動や利率などによる社会的な貨幣価値の
年変動を、社会的割引率４％として考慮（現在価値化）し、算定している。

本事業では、所有者不明の土地が判明したため、土地収用法を活用することとしたが、手続きに時間を要するた

め、一部区間を片側歩道で、暫定供用を行うことで、事業効果の早期発現を図った。

所有者不明や境界未確定な土地の対応としては、市町村が実施する地籍調査が有効であり、これを進捗させる

よう支援するとともに、同様な状況が生じた場合は、早期に事業効果を発現させるため、暫定供用を視野に入れた

検討を行っていく必要がある。

本事業により、都市機能の強化や交通の円滑化と安全性の向上が図られたことにより、町も大きく発展している。

開成町役場 ： 以前は、道幅が狭い周辺道路を通勤車両が抜け道として利用されていたが、本路線が整備さ

れたことにより、周辺道路の交通量が減り、歩行者等の安全性が増した。

関係する地方公共団体等の意見

所有者不明の土地が１件判明したため、

土地収用法を活用することとしたが、解決

まで時間を要することから、それまでの間

も道路整備の効果を発現させるため、一部

区間（約０．２ｋｍ）を片側歩道で暫定整備

して、供用開始した。

【暫定供用時】Ｈ２６．６


